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【ねらい】

英語科を核とした｢生徒が英語を好きになる環境作り｣を学校組織全体で進める。

【具体的な取組】

１．英語科教室の設置

生徒が課題を遂行する手がかりとなる既習事項(単

語・連語・ダイアログ等)や，英語に興味関心を抱く

ような事項を常に掲示しておけるように，英語科教

室を設置することを提案し，全職員の了承を得た。

英語科教室は，２学年の空き教室を充てた。この英

語科教室を中核として，英語に囲まれた環境作りを

校内に広めた。また，生徒自らが英語科教室に足を

運ぶことによって，能動的に英語を学びにいくとい

う姿勢を養うことも目的の一つとした。

２．全校職員での取組

（１）学校全体で取り組めるアイデアの募集

学校として組織的に｢英語

が好きになる生徒｣の育成を

図るためには，全職員の関わ

りが必要と考えた。多忙な職

員が負担感・嫌悪感を感じな

いように，無理のない範囲で，

少しの工夫で取り組めること

や，すでにやっていることを

再評価する形で進められるこ

とを検討した。よいアイデア

を集めるため，また，全職員

に当事者意識を持ってもらう

ために，アンケートを実施し

た。このアンケートで寄せら

れたアイデアの中から，以下

に記す｢委員会活動を活用し

た校内放送｣｢校内掲示の具体

案｣｢学級通信や学級文庫の活

用｣などの取組は生まれた。

（アンケートの集約結果を資

料として巻末に掲載した。）

生徒の英語に対する興味・関心が高まる環境設定の工夫



（２）各職員による実践例

①通信に英会話コーナーを設置

学級通信の中に｢ちょこっとENGL

ISH｣コーナーを作り，日常会話，

あいづち，スラング，ことわざな

どを毎号紹介した職員がいた。こ

の職員は社会科担当であるが，休

み時間には，積極的にＡＬＴと会

話をしている。その際に，自らが

通信のコーナーで紹介した英語を

使って会話を試みたこともあった

らしい。｢教師の姿を見て，生徒も

積極的に英語でコミュニケーショ

ンを取ってもらえるようになった

ら嬉しい｣と述べていた。

②学級文庫に英語の本を設置

個人で所有している｢ディズニーの英語｣シリー

ズの本を学級文庫として教室に置いている職員も

いた。この職員は数学科である。｢本を教室に置い

ておくだけで，休み時間や朝読書の時間に，好き

な生徒がよく読んでいる｣という報告があった。

③生活記録ノートの三行日記を英文で書く取組

３学年では，学年生徒会の企画で，２週間にわ

たり，三行日記を英文で書く取組をおこなった。

記述内容のマンネリ化が見られる日記が，新鮮な取組に変化した。

３．校内掲示の活用

（１）ＡＬＴ掲示板の設置

今年度，本校のＡＬＴにお子さんが誕生し

た。これを祝い，職員室前にお子さんの写真

とお祝いメッセージの掲示板を作成した。こ

の掲示板は，生徒達が興味深く見ていたので，

そのまま残して活用することにした。ＡＬＴ

は，我が子の写真をアップデートしながら，

英文を横に書き添える作業を続けてくれた。

現在も，ＡＬＴは楽しみながら掲示板をデコ

レーションし，生徒も笑顔で眺めている。



（２）校舎内のあらゆる標示を英訳

校内のすべての教室標示の下に，英訳したものをラミネートして掲示した。その他にも，校

内各所にある｢説明書き｣｢案内表示｣のほとんどすべてを英訳掲示した。この膨大な作業は，学

校生活サポートの職員に担当してもらった。

４．校内放送の活用

（１）学習委員会

週１回，毎週木曜日に，学習委員長が放送室から｢ワンポイ

ント英会話｣を放送した。担当職員の支援を受けながら，簡単

に使える日常会話や英語の諺などを解説も交えながら放送し

た。その放送内容については，後日，｢Enjoy English｣という

通信にして，委員長自らが執筆して全校に配付した。

（２）給食委員会

給食委員長の毎日の活動である｢毎

日の献立と一口メモ｣の放送を月に１

回，英訳して放送することに挑戦し

た。すでに，学習委員長が英語放送

を始めていたこともあり，給食委員

長も刺激を受け，この企画に意欲的

に取り組んだ。英語科の教師に質問

したり，自ら調べたりしながら，英

文を作り，英語放送をおこなった。

５．英語検定受検の推奨

（１）英検受検の促進・呼びかけ

英検受検を英語学習に意欲的に取り組むきっかけ作りとして最大限活

用したいと考え，英語の授業中や学年朝会などを活用し，英検受検を促

す呼びかけを繰り返しおこなった。その際，受検者には，教師が具体的

な支援(早朝の特訓学習)をおこなう旨を伝えた。



（２）英検受検者向けの朝の特訓学習

２学年では，英検受検者を対象に，英

検に備えて，始業前の特訓学習をおこな

った。受検する生徒は意欲的に参加し課

題に取り組むとともに，わからない箇所

については担当教師に質問をおこなった。

６．授業内の帯学習の工夫

（１）英語の歌

２学年の英語の授業では，授業冒頭に，｢今月の歌｣として英語の曲をCDで流し，歌詞を見な

がらみんなで口ずさむ帯学習を組み入れた。これまでカーペンターズの｢sing｣，ビートルズの

｢Let it be｣，ベン・E・キングの｢Stand by Me｣の３曲を歌ってきた。覚えた歌を休み時間な

どに口ずさむ生徒や熱唱する生徒も見られた。毎時間，同じ曲を１ヶ月繰り返し聞くことによ

って，耳も慣れ，口ずさめるようになったものと考えられる。当初は，照れたり笑ったりして

いた生徒も見られたが，現在は，授業開始のルーティーンとして定着している。

（２）既習の英単語フラッシュカード

１学年の英語の授業では，授業冒頭に，｢既習事項の英単語｣をフラッシュカードで復習して

いる。本時の授業で使用する単語だけでなく，以前に学習したものも組み入れ，定着を図って

いる。

（３）Basic Dialogの暗唱

２学年では，今年度の１学期，Basic Dialogの暗唱発表を３回行った。この暗唱発表の目的

は，①英語の学習のメインは発表活動であり自己表現することが重要であることを体感させる，

②発表者の視線・声の大きさ・話す速度・立ち位置・礼の仕方や聴衆の拍手のタイミングなど

発表の型（ルーティーン）を定着させる，③基本の文型をどの生徒にも暗記させて今後の学習

活動の拠り所とする，④英語の基本的な発音を指導する機会とする，といった４つをねらいと

した。

（４）英作文の取組

コミュニケーション型の英語の授業を促進する上

で，話す活動を取り入れていくことは，今後，益々

重要となる。一方，確かな英語の学力を身につける

上では，書く活動も重視すべきである。難易度が高

い英作文課題については，生徒の能力に応じて，多

様なつまずきが見られる。２学年の英語科では，授

業で英作文課題に取り組み，その課題プリントを提

出させ，授業後に，｢採点コードを用いた添削｣を定

期的に行っている。｢採点コード｣とは，右図のよう

に，主語のミスであれば｢S｣，つづりのミスであれ

ば｢SP｣，語順のミスであれば｢WO｣といったものであ

る。生徒は，返却されたプリントの誤答コードをヒ

ントに修正をおこない，正答にたどり着くことにな

る。この取組によって，英作文の力を高めることに

努めている。



【成果】

１．英検受検者の増加

昨年と一昨年の英検受検者数の合計をみると，

第1回から第2回にかけて，それぞれ6名増加した

が，今年度は17名増加した。３級・２級の受検

者数は，過去３年間のすべてで，１回目より２

回目の方が増加している。これは，受検者のほ

とんどが３年生であることから，高校受験前に

合格しておきたいという思いも影響していると

考えられる。

一方，４級と５級の受検者数をみると，過去

２年はどちらも，第2回の受検者数は第1回より

も減少している。しかし，今年度の第2回につい

ては，４級も５級も受検者数が増加した。例年，

前年度の学習内容を範囲とした検定を第1回に受

検する生徒が多くなる傾向がある。つまり，2年

生は5級，3年生は4級を1回目に受検する生徒が

多い。このように，受検意欲のある生徒が，1回

目にほとんど受検してしまうため，2回目以降の

受検者数が減る傾向にあったと考えられる。このような傾向に反して，今年度の４・５級の受検

者が増えた要因としては，①生徒に受検を勧める働きかけを強化したこと，②受検者への学習支

援を強化したこと，③１回目の受検者が全員合格したこと，の３つが考えられる。このようなこ

とから，英検の受検をきっかけに，英語学習に意欲的に取り組む生徒を増やすことができたので

はないだろうか。

２．諸調査の結果から読み取れるデータ

毎年，２学年で実施する県中学校学習定着度状況調査の質問紙調査には，｢英語の勉強は好き

ですか｣という項目がある。昨年度の本校の調査は，｢好き…35%｣｢どちらかといえば好き…25%｣

という結果で，肯定的な回答があわせて60%だった。岩手県全体でも，｢好き…28%｣｢どちらかと

いえば好き…32%｣という具合に，肯定的な回答が60%だった。これに対し，今年度の同項目の本

校の数値が上昇していれば，本校において，英語の好きな生徒が増加傾向にあることを示せるの

だが，結果は，｢好き…26%｣｢どちらかといえば好き…30%｣と，肯定的な回答が56%であった。こ

のことから，本事業の取組による効果は，まだ見られないといえる。今後も，短期的な取組で早

急な成果を求めるのではなく，無理のない息の長い取組を職員も生徒も楽しみながら持続してい

くことが重要と考える。

資料

表 過去3年の英検受検者数

合計 準2・2級 3級 4級 5級

H27 ① 37名 3 13 10 11

② 43名 6 24 8 5

③ 51名 3 9 16 23

H28 ① 44名 1 13 19 11

② 50名 5 28 9 8

③ 24名 0 7 13 4

H29 ① 43名 2 10 14 17

② 60名 6 19 17 18

③ ? ? ? ? ?


